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さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
も
広
報

特
集
号
の
発
行
な
ど
実
効
性
あ

る
取
り
組
み
で
、
市
民
へ
の
さ

ら
な
る
意
識
啓
発
が
必
要
だ
。

市
長　

広
報
特
集
号
に
よ
る
情

報
提
供
を
検
討
し
て
み
た
い
。

議
員　

女
性
の
受
診
率
向
上
の

観
点
か
ら
、
女
性
医
師
や
技
師

が
い
る
医
療
機
関
の
紹
介
な
ど

の
情
報
提
供
や
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
・
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
な
ど

の
啓
発
の
取
り
組
み
が
必
要
と

考
え
る
。今
後
の
展
望
を
伺
う
。

市
長　

女
性
の
技
師
は
増
え
て

い
る
が
、
乳
腺
外
科
は
圧
倒
的

に
男
性
が
多
い
の
が
現
状
だ
。

受
診
者
数
の
拡
大
と
と
も
に
、

喫
煙
、
運
動
な
ど
生
活
習
慣
の

改
善
の
啓
発
に
も
努
め
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
／
市
民
と
の
芸

術
・
文
化
推
進
事
業
に
つ
い
て

一
定
の
対
策
を
と
っ
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
３
つ
の
２

０
１
０
年
問
題
と
９
つ
の
三
鷹

市
２
０
１
０
計
画
に
つ
い
て

総
務
部
長　

正
確
な
情
報
の
伝

達
と
整
理
が
課
題
で
あ
る
。

議
員　

要
援
護
者
の
情
報
収
集

を
徹
底
し
、
緊
急
災
害
時
の
被

災
状
況
把
握
な
ど
に
活
用
す
べ

き
だ
。
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

総
務
部
長　

こ
れ
ま
で
の
事
例

で
は
、
要
援
護
者
の
被
災
状
況

の
把
握
は
困
難
で
あ
っ
た
。
今

後
、
井
の
頭
地
区
で
の
福
祉
・

災
害
時
支
援
マ
ッ
プ
等
の
成
果

を
検
証
し
、
推
進
し
て
い
く
。

議
員　

自
主
防
災
組
織
と
地
域

自
治
組
織
と
の
連
携
に
つ
い
て

今
後
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

総
務
部
長　
「
お
や
じ
の
会
」

や
中
高
生
・
大
学
生
及
び
退
職

を
迎
え
た
団
塊
の
世
代
等
の
地

域
力
と
自
主
防
災
組
織
と
の
協

力
関
係
が
確
立
し
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
防
災
活
動
が
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

議
員　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
と
し

て
、
都
内
で
初
め
て
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
の
緊
急
速
報
「
エ
リ
ア

メ
ー
ル
」
導
入
等
、
先
進
的
な

取
り
組
み
を
大
変
評
価
し
て
い

る
。今
後
の
事
業
展
開
を
伺
う
。

市
長　

今
後
、
他
の
携
帯
電
話

会
社
で
も
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が

行
わ
れ
る
見
通
し
の
た
め
、
順

次
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
、
医
療
体
制
や
受
け

入
れ
先
な
ど
の
対
策
を
万
全
に

す
る
た
め
、
医
師
会
等
と
の
連

携
が
重
要
だ
。
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長　

関
係
機
関
と
協
議
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

災
害
共
済
給
付
制
度
が
適
用
さ

れ
る
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
童
保
育

所
等
の
活
動
に
は
同
セ
ン
タ
ー

の
保
険
は
適
用
さ
れ
な
い
。
学

校
で
起
こ
っ
た
事
故
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
同
セ
ン
タ
ー
の
保

険
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
。所
見
を
聞
く
。

教
育
部
長　

災
害
共
済
給
付
制

度
は
、
小
中
学
校
の
管
理
下
に

お
け
る
事
故
な
ど
に
適
用
さ
れ

る
。
機
会
を
得
て
振
興
セ
ン
タ

ー
と
意
見
交
換
し
て
み
た
い
。

議
員　

本
市
で
は
、
市
民
の
健

康
を
守
る
施
策
と
し
て
、
が
ん

検
診
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
新
た
な
が
ん
検
診
と
し
て

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
、「
Ｐ

Ｅ
Ｔ
検
診
」
の
一
部
公
費
負
担

に
つ
い
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

市
長　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
の
効
果
に

つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

議
員　

国
の
経
済
危
機
対
策
の

補
正
予
算
で
三
鷹
市
に
は
１
億

９
千
900
万
円
の
交
付
金
等
が
充

て
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
各
事
業

の
前
倒
し
等
の
施
策
が
可
能
と

な
っ
た
。
注
目
さ
れ
る
自
治
体

と
し
て
、
全
国
の
モ
デ
ル
と
な

る
よ
う
に
積
極
的
な
姿
勢
で
の

運
用
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

企
画
部
長　

詳
細
な
部
分
が
不

明
の
た
め
、情
報
収
集
に
努
め
、

適
切
な
時
期
に
補
正
予
算
で
の

対
応
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　
「
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
構
想
」
に
盛
り
込
ま
れ

た
環
境
整
備
が
必
要
だ
。
学
校

耐
震
化
と
併
せ
て
、
広
義
の
安

全
性
の
確
保
の
た
め
の
点
検
・

改
修
に
予
算
を
適
用
で
き
な
い

か
。
検
討
の
方
向
性
を
伺
う
。

教
育
長　

改
修
の
み
で
の
適
用

は
困
難
で
あ
る
。
安
全
性
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
き
め

細
か
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

大
規
模
な
太
陽
光
発
電

装
置
の
設
置
に
は
耐
震
性
等
が

問
題
と
な
る
た
め
、
周
辺
照
明

や
時
計
等
の
小
規
模
・
分
散
型

で
の
利
用
は
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長　

省
エ
ネ
・
環
境
教

育
へ
の
効
果
を
考
慮
し
、
実
現

の
可
能
性
を
検
討
し
た
い
。

議
員　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り

授
業
内
外
で
必
要
に
応
じ
た
教

材
の
提
供
が
可
能
と
な
っ
た
。

学
校
に
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
や

電
子
黒
板
等
を
導
入
す
る
た
め

の
補
助
金
は
申
請
す
る
の
か
。

教
育
部
長　

助
成
制
度
を
積
極

的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

市
で
は
校
務
処
理
の
た

め
、
パ
ソ
コ
ン
配
備
と
グ
ル
ー

プ
ウ
ェ
ア
の
運
用
を
先
進
的
に

開
始
し
て
い
る
。
子
育
て
や
介

護
等
に
よ
り
在
宅
で
利
活
用
で

き
る
体
制
が
求
め
ら
れ
る
。
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
等
を
伺
う
。

教
育
部
長　

各
学
校
で
個
人
情

報
を
含
む
情
報
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
基
準
を
定
め
た
中
で
、

議
員　

市
で
は
、
震
度
５
強
以

上
の
地
震
発
生
時
、
全
職
員
を

参
集
し
特
別
非
常
配
備
態
勢
を

組
む
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

予
測
を
超
え
る
事
態
の
発
生
が

な
い
と
も
限
ら
ず
、
改
め
て
初

動
態
勢
の
確
立
が
必
要
だ
。

総
務
部
長　

本
年
度
、
職
員
の

安
否
や
参
集
を
確
認
す
る
災
害

対
策
本
部
員
の
参
集
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

議
員　

災
害
時
に
お
け
る
各
関

係
機
関
な
ど
か
ら
の
情
報
収
集

に
つ
い
て
の
課
題
を
聞
く
。

議
員　

市
内
で
発
生
し
た
交
通

事
故
の
半
数
以
上
は
自
転
車
が

関
係
し
た
事
故
だ
。「
か
え
で

通
り
」
に
設
置
し
た
「
自
転
車

道
」
の
効
果
と
課
題
を
聞
く
。

市
長　

安
全
性
が
大
き
く
向
上

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
引

き
続
き
利
用
状
況
の
調
査
を
行

い
な
が
ら
、
施
設
の
改
善
や
運

用
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。

議
員　

自
転
車
を
利
用
す
る
人

が
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を

強
く
持
つ
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
各
小
学
校
で
行
っ
て
い
る

交
通
安
全
教
室
、
自
転
車
教
室

の
取
り
組
み
の
効
果
を
伺
う
。

市
長　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や「
交
通
対
」等

と
の
連
携
が
地
域
の
交
通
安
全

力
を
高
め
て
い
る
と
考
え
る
。

議
員　

小
中
学
校
の
通
学
路
は

登
校
時
間
帯
に
は
ス
ク
ー
ル
ゾ

ー
ン
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
通
行
す
る
車
が
後
を
絶
た

な
い
。対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

交
通
違
反
車
両
が
多
い

場
所
に
つ
い
て
は
、
三
鷹
警
察

署
に
交
通
取
り
締
ま
り
を
実
施

す
る
よ
う
に
要
請
し
て
い
る
。

議
員　

学
校
の
授
業
等
で
事
故

が
発
生
し
た
場
合
、
保
障
内
容

が
最
も
充
実
し
て
い
る
「
日
本

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
」
の

議
員　

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
作
る
た
め
、
国
が

構
造
改
革
と
称
し
て
壊
し
て
き

た
社
会
保
障
の
仕
組
み
を
立
て

直
す
こ
と
が
必
要
だ
。
今
後
の

市
政
運
営
の
方
向
性
を
聞
く
。

市
長　

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

の
き
め
細
か
い
構
築
や
、
未
来

を
見
通
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

に
向
け
た
地
域
の
展
望
と
活
力

の
創
出
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

議
員　

格
差
社
会
の
是
正
に
向

け
、
国
保
税
の
負
担
軽
減
や
雇

用
・
労
働
環
境
の
整
備
等
、市
に

で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
よ
。

市
長　

今
後
も
、
基
礎
自
治
体

の
立
場
か
ら
国
に
働
き
か
け
つ

つ
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機

能
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

都
市
の
再
生
は
、
長
期

的
な
視
野
で
、
ま
ち
の
あ
り
方

や
市
民
生
活
の
変
化
を
見
据
え

て
計
画
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

市
長　

国
や
都
の
動
向
を
十
分

把
握
し
、
今
ま
で
以
上
に
緊
密

な
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

少
子
長
寿
社
会
を
迎
え

る
中
、
勤
労
者
の
ま
ち
三
鷹
市

に
お
い
て
、
介
護
等
の
問
題
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

地
域
ケ
ア
の

推
進
や
、
国
・
都
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

議
員　

保
育
園
の
待
機
児
解
消

へ
の
対
応
等
、子
育
て
支
援
・
少

子
化
対
策
の
充
実
が
必
要
だ
。

健
康
福
祉
部
長　

次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画（
後
期
計
画
）を

策
定
し
、取
り
組
み
を
進
め
る
。

議
員　

教
育
の
機
会
の
平
等
は

民
主
主
義
の
原
点
で
あ
り
、
格

差
の
固
定
化
も
防
止
で
き
る
。

今
後
、
公
教
育
の
充
実
の
た
め

に
、何
が
必
要
だ
と
考
え
る
か
。

教
育
長　

将
来
的
に
は
、
都
道

府
県
と
市
町
村
の
役
割
の
見
直

し
・
権
限
移
譲
が
必
要
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

議
員　

学
校
の
主
役
は
子
ど
も

と
教
員
だ
。
創
意
工
夫
や
地
域

と
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、

今
後
取
り
組
む
課
題
は
何
か
。

教
育
長　

教
員
の
資
質
向
上
に

向
け
た
人
材
育
成
が
課
題
だ
。

議
員　

個
人
市
民
税
の
特
別
徴

収
制
度
に
お
け
る
特
別
徴
収
義

務
者
の
事
務
負
担
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

市
民
部
長　

広
域
的
な
課
題
だ

が
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し
て

改
善
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員　

事
務
負
担
軽
減
の
た
め

各
自
治
体
は
書
類
形
式
等
に
配

慮
す
べ
き
だ
。
企
業
の
利
便
性

を
考
え
た
書
式
に
合
わ
せ
て
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
の
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
。所
見
を
伺
う
。

市
長　

現
在
、
平
成
23
年
１
月

の
開
始
に
向
け
た
電
子
申
告
の

条
件
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
利

便
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

制
度
整
備
の
中
で
事
業
者
等
の

声
を
反
映
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

書
類
形
式
等
の
統
一
に

つ
い
て
様
々
な
諮
問
機
関
等
で

問
題
提
起
し
て
ほ
し
い
。

市
長　

機
会
を
と
ら
え
、
国
・

都
に
改
善
に
向
け
た
問
題
提
起

を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
く
。

議
員　

個
人
市
民
税
は
前
年
の

所
得
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
。

雇
用
が
流
動
化
し
て
い
る
今
、

現
年
課
税
方
式
へ
の
見
直
し
の

時
期
だ
と
考
え
る
。
前
年
課
税

方
式
に
よ
る
税
額
と
実
際
の
負

担
能
力
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す

る
た
め
、
住
民
税
非
課
税
要
件

の
原
則
は
維
持
し
つ
つ
も
、
現

在
の
税
負
担
の
能
力
を
考
慮
し

た
柔
軟
な
対
応
が
必
要
だ
。

市
民
部
長　

個
人
市
民
税
や
国

民
健
康
保
険
税
に
お
い
て
は
、

当
該
年
の
年
収
や
税
負
担
の
能

力
等
を
考
慮
し
た
減
免
措
置
の

制
度
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、

個
別
の
き
め
細
か
な
納
税
相
談

に
よ
り
、
生
活
状
況
等
を
判
断

し
た
上
で
分
割
納
付
等
で
の
弾

力
的
な
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

議
員　

市
が
提
供
す
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
お
け
る
一
定
の
配
慮

が
必
要
だ
。市
の
対
応
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長　

保
育
料
や
介
護
保
険
料
等
の
減

免
措
置
等
の
制
度
の
適
用
・
運

用
に
お
い
て
対
応
し
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
北
野
ハ
ピ

ネ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

民
主
党　

浦
野　

英
樹　

議
員

個
人
市
民
税
の

課
税
の
あ
り
方
を
問
う

民
主
党　

岩
見　

大
三　

議
員

市
民
が
安
心
で
き
る

危
機
管
理
体
制
を

民
主
党　

中
村　

洋　

議
員

市
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を

　

公
明
党　

緒
方　

一
郎　

議
員

「
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

構
想
」
を
積
極
的
に
活
用
せ
よ　

高山小学校屋上の太陽光発電パネル

一部開通した「かえで通り」の自転車道
民
主
党　

谷
口　

敏
也　

議
員

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
せ
よ

「
み
た
か
議
会
だ
よ
り
」

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
議
会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

三
鷹
市
議
会
事
務
局

電　

話　
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